東病棟チームカンファレンス記録
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令和元年5月18日(土)　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：澁谷　育美
	加藤
	澁谷
	成田
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	松舘
	坂澤
	柴田
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	〇
	休
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	深
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	準
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	畑中
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	工藤
	荒木田
	佐々木
	古川
	鶴飼

	休
	〇
	〇
	欠
	休
	準
	〇
	休
	準
	深
	休

	竹内
	三浦
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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・澤村　彬様～排便―9日目。排便確認の為、田名部Dr報告し、ケンエーG浣腸（60）1個処方となる。
・藤井　孝蔵様～亀頭部より膿汁様の浸出液ある為、1回/日は陰部洗浄を行うようにしていく。又、褥瘡等悪化を防ぐ為にも保清面で入浴は出来れば週2回は行っていく。褥瘡については病棟の褥瘡委員会スタッフと情報共有し、週1回の褥瘡の状態評価も検討していく。
・濱登　せつ子様～10:30療養環境変更目的にて東Cユニット5号室→南Dユニット209号室へ転出となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。本日から午前・午後1時間ずつ開放観察となる。開放時間設けているが、不穏・他者トラブルは無い。殆ど臥床して過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。ホールにて過ごされている。不穏・他者トラブルは無い。母様との面会されているが、不穏さは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。お茶等の要求時にはドア蹴り見られている。又、入浴時には風呂のお湯を飲む行為あり、介入要している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・野田　裕樹様～20時～翌6時の時間隔離中。ホールで過ごされるが、他者との交流は無い。直立不動で立っているが、声掛けには反応見られている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢と体幹拘束中。経管栄養トラブル無く施行。MT弄りは無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言聞かれず、対応も穏やか。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・阿部　わかえ様～食事に集中できず、途中で立ち上がる事見られている。声掛けにて再度摂取し始め、全量摂取されている。他室へ侵入する事や対面時の妄想様の発言は持続している。
・中村　豊様～特定女性患者様の部屋を覗いている事あり、介入には止めるが、女性患者様との距離の近さは見られている。
・下村　慶子様～顔の疼痛や下肢の痺れの訴え頻回に聞かれている。Baの角度の調整についても訴え聞かれている。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・宮古　喜久代様～来詰しては入院に関する不満や退院に関する訴え聞かれている。傾聴・再三説明には渋々了解を示し、ホールにて過ごされている。
・藤井　崇史様～「北病棟に行けるように見えますか？」とスタッフに尋ねる事あり。表情の硬さは無く、対応も落ち着いている。他者への不満を訴えてくる事は無い。
